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SAP Business Suiteの各コアアプリケーショ
ンは、企業の効率性を拡大、自動化、強化する、
さまざまな機能を提供します。 

SAP Customer Relationship 
Management 

SAP Customer Relationship Management
（SAP CRM）アプリケーションは、顧客ロイヤ
リティーの向上、新製品投入や新規市場参入の
迅速化、成約率とリード生成率の向上を通じて、
企業の収益性向上を支援します。SAP CRM
を活用することで、ビジネスプロセスの合理化、
サービスレベルの強化、コスト/エラーの低減
による現場業務の効率化を実現できます。また、
変化への迅速な対応、顧客満足度向上、他社と
の差別化/イノベーションも迅速に実現します。 

SAP ERP 

SAP ERPアプリケーションによってビジネス
プロセスの適用範囲を大幅に拡大することで、
企業は業務の効率性と生産性を向上させるこ
とができます。顧客、サプライヤー、パートナー
など、企業の内外を問わず、より多くの関係者と
リアルタイムで対話/連携できるようになります。
また、組織のあらゆる構成メンバーが必要な情
報にアクセスできるため、市場の変化や競争上
の課題に効率的かつ迅速に対応できます。さら
に、リスクの軽減、IT支出の最適化、財務管理/
コーポレートガバナンスの強化、ソフトウェア投
資回収率（ROI）の向上/回収期間の短縮といっ
たメリットも得られます。 

SAP ERPの財務機能は、財務プロセスを合理
化し、運転資金を最適化して、財務資産の価値、
支払の流れ、利益率に対するリスク管理をサ
ポートします。また、キャッシュフローと資金管
理手法の改善は、流動性の最大化や投資回収
率の向上につながります。 

SAP ERPの人事管理機能は、あらゆる人材の
雇用/育成/維持を効率化し、人事管理業務の
コスト効率の改善、作業品質の向上、効率化を
実現することによって、生産性と収益性の向上
を支援します。また、さまざまな人材管理機能を
通して、企業の人材を包括的かつリアルタイム
に把握し、従業員管理の効率化、従業員満足度
の向上、コスト管理を実現することができます。 

SAP Product Lifecycle Management 

SAP Product Lifecycle Management（SAP 
PLM）アプリケーションは、市場シェアの拡大
や顧客満足度の向上につながる、革新的な製品
の開発と新たな市場機会の開拓を支援します。
SAP PLMは、製品の企画から製造、サービス
に至る製品関連プロセス全体を、あらゆる角度
からサポートします。 

また、強力かつ柔軟性の高い分析機能を通じて
あらゆるレベルの的確な意思決定を支援する
ほか、外部のステークホルダーを仮想ネットワー
クに統合することで、コアコンピテンシーの最
大化をサポートします。サプライチェーン管理
プロセスと調達プロセスが緊密に統合されるこ
とで、製品ライフサイクルの全段階で変更管理
や品質上の問題に対応し、製品化および量産化
までの時間を短縮できます。さらに、保全コスト
の削減、設備の可用性の向上、生産性の強化に
も役立ちます。 

SAP Supplier Relationship 
Management 

SAP Supplier Relationship Management
（SAP SRM）アプリケーションは、調達から支
払に至るプロセスを合理化/一元化することに
より、企業の持続的なコスト削減を支援します。
また、サプライヤーとの関係やサプライヤーの
パフォーマンスに対する可視性を強化して、契
約の包括的な遵守を実現し、持続可能性を向
上させることで、リスクを最小化できます。 

SAP Supply Chain Management 

SAP Supply Chain Management（SAP SCM）
アプリケーションによって、直線型のサプライ
チェーンが、即応性に優れたサプライチェーン
ネットワークに変わります。これにより顧客中
心/需要主導型の体制を確立した企業は、知識
の共有、市場の変化への対応、予見しにくい短
期間のライフサイクルへの事前対応を実現する
ことができます。 

透明性の高い情報とリアルタイムのビジネスイ
ンテリジェンス（BI）を活用することで、資金回
収までのサイクルタイムを短縮できます。また、
在庫レベルをネットワーク全体で削減し、在庫
回転率を向上することで、全体のコストを削減
できます。受注 /製品/運用を適切に追跡する
ことによって、パフォーマンスと品質を高め、さ
らにはコスト削減を実現することができます。
また、取引パートナーとの連携を緊密化するこ
とで、最新の事業戦略/優先事項に常に準拠し
たサプライチェーン運用と、全社規模のパフォー
マンス向上が実現します。 

収益の最適化とコストの削減 
あらゆる基幹業務に対応 
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洞察力、効率性、柔軟性の強化
「唯一の正しい情報源」の確立

的確な意思決定を行うためには、企業全体の
データを集約した信頼性の高い単一の情報ソー
スから、常に最新の情報を入手できる仕組みが
求められます。効率性を高めるには、ビジネス
プロセスを完全に統合して、IT戦略と事業戦略
を包括的に連携させる必要があります。さらに、
企業の成長に応じて拡張でき、新規市場や法規
制の遵守に対応できる柔軟性を備えた、拡張性
に優れたオープンなテクノロジープラットフォー
ムも必要になります。 

可視性と意思決定の強化 

SAP Business Suiteの活用により、標準の
SAPインターフェース、モバイル機器、デスクトッ
プアプリケーション経由で、場所や時間にかか
わらずトランザクション情報と管理レポートを
あらゆる業務部門に提供できるようになります。
またSAP Business Suiteのアプリケーション
によって、部門やプロセスの壁を越えて計画、予
算、運用レポートを作成/最適化することで、戦
略と業務を的確に連携できるようになります。

これによりさまざまな部門のチームが、トランザ
クションやデータをリアルタイムで表示して、ア
ウトソーシングされているビジネスプロセスを

分析/追跡できるようになります。 

ミッションクリティカルなプロセスの強化 

SAP Business Suiteは、効率化を促進する業
種別ベストプラクティスと、SAPがパートナー
やユーザーと共同開発した革新的な機能を提
供します。企業は、組織の境界を越えて連携で
きるようになり、サプライヤー/顧客から提供さ
れるサプライチェーンや販売に関する情報を活
用して、質の高い事業計画を策定することが可
能です。また、単一のプラットフォームにより、エ
ンドツーエンドでプロセスの整合性を確保でき
ます。無線 ICタグ（RFID）、2次元バーコード、
センサーといった最新のAuto-IDテクノロジー
もシームレスに統合されるため、自動化、可視性、
即応性を強化し、全社規模でビジネスプロセス
を効率化できます。 

必要に応じて拡張とイノベーションを実現

SAP Business Suiteでは、必要に応じて機能
拡張をSAP enhancement packageから選
択することで、エンタープライズシステムの規模
を拡大できます。さらに独自プロセスの構成や
カスタマイズも、コアアプリケーションで提供さ
れるサービスを利用して柔軟に実行できます。
また、ソリューションの個別導入や、ソリューショ
ンの導入規模を予算や事業戦略に合わせて変
更することも可能です。さらに、SAP以外のソ
リューションとも統合を図り、SAP Business 
Suiteの堅牢なテクノロジー環境をさらに強化
することができます。 
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独自のペースでテクノロジーを強化
ビジネスの変化に対応する、戦略的な情報環境を確立

SAP Business Suiteは機能選択型のビルディ
ングブロックとして提供されているため、企業
は、ソフトウェア、ベストプラクティスのサポー
ト、サービスなどを組み合わせて、SAPの専門
知識を活用できます。SAP Business Suiteの
各コアアプリケーションは、SAP NetWeaver
テクノロジープラットフォームをベースとしてい

ます。企業は現在の IT環境を、ビジネスの変化
に対応するための戦略的環境に移行できるだ
けでなく、service-oriented architecture
（SOA）の基盤であるSAP NetWeaverのオー
プンな環境を活用し、ビジネスの成長に合わせ
て低コストでソフトウェアを拡張できます。 

SAP Business Suiteの柔軟な導入オプショ
ンによって、企業は迅速にビジネスバリューを
実現し、戦略的なビジネスへの取り組みを最小
限のリスクで実施できます。簡単に設定できる
各コアアプリケーションにより、高度な効率性
と柔軟性も実現します。この漸進的なアプロー
チにより、既存の IT資産を保護しながら、コスト
を大幅に削減することができます。新たなSAP
ユーザーにとっては、全社規模のソリューション
によって既存の IT資産を標準化できるというメ
リットがあります。 

企業は、あらかじめ緊密に統合/最適化されたビ
ジネスプロセスをサポートするSAP Business 
Suiteによって、システム統合に要するコストを
大幅に削減できます。さまざまなベンダーのソ
フトウェアソリューションをいくつも購入する必
要はなく、設備投資も削減されます。こうした相
互運用性と、その他のコストの削減、効率性の
向上、収益の拡大と組み合わせることで、SAP 
Business Suiteは、投資回収の迅速化と総所
有コスト（TCO）の削減を支援します。

SAP CRMアプリケーションは、顧客ロイヤリティーの向上、新製品投入や新規市場参入の
迅速化、成約率とリード生成率の向上を通じて、企業の収益性向上を支援します。
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将来にわたって企業全体をサポート
長期的な競争優位性の確保

SAPは、新たなビジネスの成長を推進し、競争
優位性確保のための俊敏性を維持し、業務効
率を向上させることを使命とする企業にとって
常に理想的な選択肢であり続けるために、今後
もSAP Business Suiteアプリケーションの強
化に取り組んでいきます。広範な業種における
数十年の実績が反映されたSAPアプリケー
ションが、変化への対応力に優れたビジネス環
境の確立をサポートします。これにより、企業は
市場の新たな需要に柔軟に対応して顧客満足
度を維持し、長期的な競争優位性を確立できる
ようになります。 

SAP Business Suiteが企業にもたらすさまざ
まなメリットの詳細については、SAP担当者に
お問い合わせいただくか、以下のWebサイトを
ご覧ください。
http://www.sap.com/japan/solutions 
/business-suite/

SAP Business Suiteが選ばれる理由

• SAP Business Suiteソフトウェアは、財務、
人事、製造、調達、製品開発、マーケティング、
販売、サービス、サプライチェーン管理、IT管
理に対応する、業界最先端の統合アプリケー
ションファミリーです。

 
• SAP Business Suiteは、業種、企業、部門、
地域の枠を越えて統合された包括的なビジ
ネスプロセスをサポートします。 

• SAP Business Suiteアプリケーションを新
規導入するにあたって、高額なリプレースや
アップグレードは必要ありません。 

• SAP Business Suiteによって既存のソフ
トウェア環境を統合することで、コストを
削減し、成長に合わせて業務規模を拡張で
きるようになります。 

• SAP Business Suiteアプリケーション
を、共通のサービス対応型プラットフォー
ムを基盤とする包括的なビジネスプロセス
プラットフォームとして活用することで、ビ
ジネスニーズの変化に対する俊敏性と即
応性を強化することができます。

http://www.sap.com/japan/solutions/business-suite/
http://www.sap.com/japan/solutions/business-suite/
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